






研究要旨:心電図同期心筋SPECTの3次元自動解析法(QuantitativeGatedSPECT:QGS)を用い

て,川崎病冠動脈障害 16 例における心機能及び心筋血流同時評価の有用性を検討した.心

電図同期心筋 SPECT はエルゴメ一夕ーまたは ATP 負荷で ggmTc-tetrofosmin を使用して行

った.QGSによる壁運動異常の陽性率およびQGSと左室造影から算出した左室拡張末期容積,

左室駆出率を比較した.QGS と左室造影の比較(m11)では左室拡張末期容積は r=0.90,p

〈0.01,左室駆出率は r=0.64,p<0.05 で相関を認めた.有意狭窄性病変に関する QGS による

壁運動異常の診断能は感度 92%(12/13),特異度 67%(2/3)であった.自動解析不能は年少例

と肝集積近接例の 25%(4/16)であり,補正が必要であった. 

QGS は心筋血流イメージに加え心機能同時評価が可能であり,虚血および梗塞心筋の診断

精度を向ヒできると考える. 


